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全
国
・
県
平
均
も
上
回
り
、
全
国
的
に
ご

み
の
量
が
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
の
町
」
を
宣
言
し
た
町
職
員
が
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
も
う
と
、
ご
み

の
中
の
「
ア
ル
ミ
缶
」
に
注
目
し
、
役
場

集
積
場
北
側
に
「
ア
ル
ミ
缶
回
収
ボ
ッ
ク

ス
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
役
場

で
ご
み
と
し
て
捨
て
て
い
た
ア
ル
ミ
缶
を

回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
す
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。

　

現
在
、
桑
折
町
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
は
燃

や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
で
も
、
ア

ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
ご
み
の
排
出
量
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
投
入
で
き
ま

す
の
で
、
共
に
資
源
回
収
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
ア
ル
ミ
缶
以
外
の
物

は
入
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
、
世
界
規
模
で
取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ

折
町
で
出
る
ご
み
の
排
出
量

は
、
1
日
あ
た
り
1
人
１
、

２
７
２
㌘
（
令
和
2
年
度
）。

桑

　町は、「地方創生SDGs推進の町」を
宣言し、各分野であらゆることに取り組
んでいます。17の目標のうち、今月は
「12：つくる責任　つかう責任」の内容
を紹介しました。まずは身の回りのでき
ることから実践してみましょう。

SDGs宣言のまち

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目

標
）。
町
内
で

も
、
学
校
や
町

内
会
単
位
で
、

積
極
的
に
資
源

回
収
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

資
源
循
環
へ
の
第
一
歩

ア
ル
ミ
缶
回
収
を
開
始

▲�カゴをラッピングし、SDGsの取り組みとしてPR

興
味
の
あ
る
団
体
は
、
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
一
つ
一
つ
の
行
動
が
、
資
源

を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
年
末
年
始
は
、
特
に
ご
み
の
排
出
量

が
増
え
る
時
期
で
す
。
溜
ま
っ
た
ア
ル
ミ

缶
は
、
地
域
の
資
源
回
収
や
役
場
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課　

☎
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図：1人あたりのごみの排出量

資料：一般廃棄物処理実態調査（環境省）
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